
要
旨
江
戸
堂
上
派
武
家
歌
壇
資
料
の
紹
介
整
備
に
関
し
て
は
従
来
と
も
意
を
用
い
て
き
た
が
、
学
統
図
『
関
東
歌
道
系
伝
」
の
二
条
系
、

冷
泉
系
そ
れ
ぞ
れ
の
最
有
力
歌
人
た
る
亨
弁
、
石
野
広
通
に
つ
い
て
は
、
『
江
戸
堂
上
派
歌
人
資
料
習
古
庵
亨
辮
著
作
集
」
（
新
典
社
昭
弱
。

以
下
「
著
作
集
」
と
略
称
）
、
「
霞
関
集
」
（
古
典
文
庫
昭
師
）
の
両
解
題
に
補
訂
の
必
要
が
生
じ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
管
見
に
入
っ

（
ｌ
）

た
と
こ
ろ
を
報
告
し
て
お
き
た
い
。

江
戸
堂
上
派
和
歌
資
料
考

ｌ
亨
弁
と
石
野
広
通
Ｉ

松
野
陽
一
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書
誌
を
簡
略
に
記
す
と
、
一
三
・
二
×
一
四
・
一
セ
ン
チ
の
袋
綴
一
冊
本
。
總
色
の
無
地
紙
表
紙
の
左
肩
に
「
亨
弁
和
歌
集
」
と
外
題

が
打
つ
け
書
き
。
内
題
は
な
い
。
楮
紙
五
九
丁
、
遊
紙
前
後
各
一
丁
、
本
文
一
面
二
行
、
一
首
一
行
書
き
、
歌
題
は
歌
頭
に
記
さ
れ
て

い
る
。
奥
書
は
無
い
。
歌
集
（
第
一
丁
～
四
二
丁
）
、
萩
の
名
残
・
身
延
旅
日
記
（
冒
頭
に
駿
河
竜
華
寺
十
二
景
和
歌
井
序
が
連
接
し
て

い
る
。
第
四
三
丁
～
五
八
丁
）
、
辞
世
歌
・
偶
（
第
五
九
丁
）
の
三
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

歌
集
本
文
は
、
八
戸
本
と
比
較
す
る
と
、
か
な
り
の
異
同
の
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
・
釈
教
の
部
類
の
在
る
こ
と
は
明
白
だ
が
、
部
立
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
歌
順
異
同
が
極
め
て
多
い
ほ

か
、
歌
の
有
無
は
次
の
如
く
な
っ
て
い
る
。
八
戸
本
を
基
準
と
し
て
、
Ｘ
は
石
野
本
に
の
み
見
え
る
歌
、
Ｙ
は
石
野
本
に
欠
け
て
い
る
歌

か
ら
始
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

か
、
歌
の
有
柿

の
数
で
あ
る
。

従
来
は
「
著
作
集
」
で
紹
介
、
翻
刻
し
た
、
八
戸
南
部
家
本
の
Ａ
・
Ｂ
二
本
の
み
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
時
、
国
文
学
研
究
資
料
館

（
２
）

の
所
有
と
な
っ
た
石
野
家
本
に
一
冊
の
伝
本
（
脚
・
垂
が
見
出
さ
れ
、
内
容
か
ら
様
々
な
新
事
実
が
判
明
し
た
の
で
、
こ
の
本
の
紹
介

｜
、
亨
弁

夏春

Ｈ
、
家
集
招
潮
集

119158

首

Ｘ
Ｙ
２
６
４
３
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所
～
刑
南
部
家
慈
照
院
殿
追
善
五
首

と
い
っ
た
、
単
な
る
歌
題
歌
で
は
な
い
、
人
物
、
歌
会
に
関
係
す
る
歌
群
が
無
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

釈
教
部
で
は
、
石
野
家
本
で
は
、
巻
頭
の
歌
題
歌
群
①
淵
～
剛
の
８
首
に
、
宝
暦
四
年
烏
丸
前
内
府
七
回
忌
十
如
是
歌
③
肌
～
棚
の
岨

首
（
剛
欠
）
が
附
さ
れ
る
と
い
う
単
純
な
構
成
（
〃
首
）
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
南
部
家
本
は
巻
頭
歌
題
歌
群
①
と
③
十
如
是
歌
の

後
に
④
巻
末
１
首
（
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
）
が
添
え
ら
れ
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

雑
部
・
釈
教
部
共
に
、
石
野
家
本
が
歌
題
歌
中
心
の
小
さ
く
整
理
さ
れ
た
配
列
に
対
し
、
南
部
家
本
は
そ
の
歌
題
歌
群
に
、
機
会
歌
、

歌
会
歌
付
加
の
広
い
集
成
を
見
せ
る
構
成
と
い
う
対
称
性
が
う
か
が
え
る
。

四
季
部
の
歌
の
有
無
の
異
同
は
小
さ
い
が
恋
部
を
含
め
て
歌
順
の
異
同
は
大
き
く
、
且
つ
、
注
目
す
べ
き
は
、
石
野
家
本
で
歌
題
配
列

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
歌
が
、
南
部
家
本
で
は
巻
末
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
現
象
で
、

釈雑恋冬秋
教

47103122119163

一
見
し
て
雑
、
釈
教
に
異
同
の

雑
部
は
、
南
部
家
本
で
い
う
と

加
仙
台
領
主
吉
村
の
七
十
賀
歌

刑
松
平
康
棟
勧
進
和
歌

雑
、
釈
教
に
異
同
の
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

南
部
家
本
で
い
う
と
歌
題
配
列
の
剛
「
寄
榊
神
祇
」
ま
で
で
、
以
下
巻
末
の
耐
～
剛
の
旧
首
が
石
野
家
本
で
は
欠
け
て
い
る
。

０
４

010

20130

２
６
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辞
世
歌
、

故
で
あ
る
。

前
の
雑
、
釈
教
の
現
象
と
合
せ
る
と
、
石
野
家
本
は
草
稿
段
階
の
姿
（
十
如
是
歌
の
欠
脱
歌
、
秋
巻
頭
立
秋
題
の
欠
脱
歌
か
ら
推
測
さ

れ
る
よ
う
に
、
不
完
全
な
本
文
の
伝
本
で
あ
る
）
を
示
す
も
の
、
南
部
家
本
は
配
列
を
再
構
成
し
た
再
稿
段
階
（
切
出
歌
が
各
巻
末
に
ま

と
め
て
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
た
定
稿
本
で
は
な
い
）
を
示
す
も
の
、
と
考
え
て
お
き
た
い
。

駿
河
竜
華
寺
十
二
景
和
歌
、
萩
の
名
残
・
身
延
旅
日
記
は
、
南
部
家
本
と
比
較
す
る
と
、
字
句
の
異
同
に
と
ど
ま
り
、
大
き
な
本
文
異

同
は
な
い
。
そ
の
点
、
「
身
延
教
報
」
（
糾
・
４
。
昭
和
一
六
年
四
月
）
に
載
っ
た
、
谷
義
一
氏
本
（
亨
弁
自
筆
本
と
い
う
？
）
が
熱
海
の

辺
で
大
き
な
異
文
が
あ
る
の
と
は
違
い
が
あ
る
。

辞
世
歌
、
偶
の
巻
末
補
記
は
大
変
注
目
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
生
年
が
初
め
て
判
明
し
、
没
年
令
が
確
定
す
る
資
料
で
あ
る

あ
る
。 冬

刷
冬
山
家
、
糊
歳
暮
松
（
《

恋
棚
久
恋
、
棚
秋
恋
（
２
首
）

が
そ
れ
で
あ
る
。
言
っ
て
見
れ
ば
、

春
Ⅲ
遠
柳
、
伽
推
子
、
剛
元
日
、
肺
社
頭
梅
、
剛
春
暁
、
Ⅳ
磯
春
草
（
６
首
）

夏
肪
夏
声
、
珊
林
新
樹
（
２
首
）

秋
柵
原
鹿
、
捌
月
前
嶋
、
繩
対
月
忍
昔
、
柵
霜
中
鴫
、
棚
波
上
月
、
棚
古
寺
月
、
棚
旅
店
聞
虫
、
州
草
花
（
８
首
）

冬
剛
冬
山
家
、
剛
歳
暮
松
（
２
首
）

辞
世
亨
弁

老
の
坂
こ
ゆ
る
も
い
と
魁
く
る
し
き
を
い
さ
か
へ
り
な
ん
も
と
の
す
み
か
へ

病
中
に
朝
顔
の
花
を
愛
し
み
て
身
の
お
は
り
も
遠
か
ら
さ
ら
ん
こ
と
を
お
も
ひ
て
よ
め
る

本
文
を
示
す
。

南
部
家
本
で
は
「
切
出
歌
」
が
巻
末
に
ま
と
め
て
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
姿
と
理
解
さ
れ
る
の
で
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法
住
院
日
義

真
如
巨
海
本
湛
然
妄
想
波
高
七
十
年

擾
々
悲
歎
今
日
休
妙
心
融
処
浪
三
千

荊
諮
日
亡
混
三
千
假
立
空
称
云
云

以
上
で
あ
る
。
辞
世
の
「
老
の
坂
」
、
病
中
の
「
き
え
ぬ
べ
き
」
は
、
八
戸
南
部
家
本
「
新
歌
題
聚
」
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
『
著
作
集
』

に
翻
刻
し
て
お
い
た
。
し
か
し
、
生
年
を
元
禄
二
年
九
月
十
三
夜
と
し
、
没
年
令
を
六
十
七
歳
と
す
る
の
は
新
資
料
で
あ
る
。
「
著
作
集
」

で
は
五
十
歳
前
後
か
と
推
測
し
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
活
動
歴
は
か
な
り
大
き
く
組
み
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
身
延
旅

行
は
五
九
歳
、
和
歌
竜
翫
抄
草
稿
本
の
執
筆
は
六
一
歳
、
同
版
本
は
六
六
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
旅
行
で
頻
り
に
馬
に
乗
り
た
が
っ
た

理
由
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
著
作
集
」
で
は
諸
伝
本
を
①
略
本
（
草
稿
本
）
、
②
広
本
（
完
稿
本
）
の
二
系
に
分
け
、
①
を
更
に
甲
乙
両
類
に
分
類
し
た
。
そ
の

後
か
な
り
の
伝
本
が
管
見
に
入
り
、
架
蔵
に
加
わ
っ
た
も
の
も
多
い
が
、
伝
本
分
類
は
変
更
し
な
い
で
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

①
略
本
（
著
者
名
小
釈
亨
弁
）
写
本

き
え
ぬ
べ
き
露
の
命
も
朝
顔
の
日
影
ま
つ
ま
の
た
く
ひ
な
る
ら
し

一
一蕊
六
十
七
歳
元
禄
二
巳
己
九
月
十
三
夜
ノ
生
し
也

生
者
必
滅
記
可
出
乎
、
故
毎
歳
初
春
逆
記
於
没
後
遺
事
、
又
以
其
日
擬
終
焉
之
時
、
述
野

口
、
歌
学
和
歌
童
翫
抄

偶
一
章
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点
線
部
は
版
本
を
含
め
て
異
同
の
あ
る
部
分
だ
が
実
線
部
分
は
他
の
三
系
統
の
い
ず
れ
に
も
な
い
。
特
に
執
筆
年
時
、
寛
延
二
年
十
月

廿
日
は
、
最
晩
年
の
版
本
刊
行
の
五
年
前
に
な
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
後
、
大
病
し
た
の
が
、
版
本
の
「
遁
危
子
」
の
名
に
反
映
し

て
い
る
と
見
ら
れ
、
実
線
部
「
む
さ
し
の
餌
か
た
ほ
と
り
麻
布
と
い
へ
る
所
の
草
庵
」
も
版
本
の
「
武
陽
麻
布
隠
士
」
に
関
わ
っ
て
い
る

②
広
本
（
著
者
名
遁
危
子
）
版
本

も
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
①
の
善
本
を
入
手
し
た
の
で
、
紹
介
し
た
い
。

二
一
・
七
×
一
三
・
六
セ
ン
チ
の
袋
綴
五
穴
一
冊
本
。
菊
花
・
萩
の
型
捺
に
、
薄
墨
、
青
墨
緑
灰
の
雲
霞
横
縞
文
様
の
紙
表
紙
の
中

央
に
白
短
冊
題
祭
を
貼
り
、
外
題
は
「
童
翫
抄
」
。
内
題
、
序
題
は
共
に
「
和
歌
竜
翫
抄
」
。
料
紙
は
楮
紙
で
二
○
丁
、
遊
紙
前
後
各
一
丁
。

本
文
一
面
七
行
、
一
首
二
行
書
き
、
奥
書
は
な
い
が
、
裏
表
紙
見
返
し
に
「
盛
岡
藩
大
村
氏
」
の
所
蔵
記
が
あ
る
。
江
戸
藩
邸
在
住
者

で
あ
ろ
う
か
。
書
写
年
時
は
不
明
だ
が
、
享
年
没
年
の
宝
暦
五
年
前
後
で
あ
ろ
う
か
。
精
写
さ
れ
て
い
る
。
印
記
は
、
巻
頭
第
一
丁
右
肩

に
朱
方
印
二
行
「
彩
月
蔵
書
」
。
注
目
す
べ
き
は
序
で
、
寛
延
二
年
十
月
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
他
本
に
見
え
な
い
。

此
小
冊
は
和
歌
に
心
ざ
し
あ
る
兒
な
ど
の
た
ま
ノ
ー
よ
み
出
る
奇
に
、
て
に
を
は
ち
が
ひ
を
つ
蕊
り
、
書
出
す
詠
草
に
、
か
な
ち
が

》
」
０
〆
」

ひ
の
あ
ま
た
は
べ
る
こ
と
の
い
と
を
し
さ
に
、
大
か
た
の
人
の
し
れ
る
事
を
、
三
十
一
字
に
つ
ら
ね
、
さ
る
と
も
が
ら
の
そ
ら
ん
じ

覚
る
た
す
け
に
も
な
り
ね
か
し
と
な
り
。
お
と
な
め
き
た
る
事
は
を
の
れ
も
わ
き
ま
へ
侍
ら
ぬ
に
こ
そ
。
名
付
て
和
歌
童
翫
抄
と
云

＊
…
…
南
部
家
本
・
九
大
本
と
は
異
文
。

ｌ
独
自
異
文

す’ も
の
な
ら
し
。

寛
延
ふ
た

せ
う
し
ゃ
く
か
う
べ
ん

小
鐸
亨
辨 刀
草
て
臺
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「
そ
る
」
と
は
「
そ
」
と
い
ふ
て
は
「
る
」
と
留
也
。
雪
そ
ふ
り
け
る
の
類
也
。

「
こ
そ
れ
」
と
は
「
こ
そ
」
と
云
て
は
「
れ
」
と
留
也
。
名
こ
そ
お
し
け
れ
の
類
也
。

と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
「
そ
る
こ
そ
れ
」
と
書
き
出
す
八
戸
南
部
家
本
よ
り
は
、
「
「
そ
る
」
と
は
、
「
こ
そ
れ
」
と
は
」
と
掲
出
す
る
部
分

が
九
大
本
に
近
い
が
、
用
例
が
一
例
だ
け
の
点
で
は
、
二
例
の
九
大
本
よ
り
八
戸
本
に
近
い
。
八
戸
↓
松
野
↓
九
大
と
考
え
れ
ば
合
理
的

な
説
明
は
つ
く
。
（
①
五
音
五
位
も
同
様
）
。
た
だ
し
、
そ
の
他
全
般
に
わ
た
っ
て
の
異
同
は
か
な
り
大
き
く
、
特
に
「
追
加
」
の
部
分
で

は
、
八
戸
本
と
九
大
本
が
比
較
的
近
く
、
流
布
版
本
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
松
野
本
は
前
者
に
近
い
も
の
の
、
用

法
の
順
序
・
用
例
は
か
な
り
異
同
が
あ
っ
て
、
今
後
の
検
討
に
俟
た
れ
ば
な
ら
ぬ
点
が
多
い
。
こ
の
「
追
加
」
の
末
尾
に
、
「
ず
」
と

「
づ
」
、
「
ぢ
」
と
「
じ
」
の
使
い
分
け
の
項
（
八
戸
本
・
九
大
本
は
「
ぢ
じ
」
「
ず
づ
」
の
順
）
が
あ
っ
て
、

と
見
て
よ
か
ろ
う
。
と
す
る
と
草
稿
本
三
本
間
の
本
文
異
同
の
位
置
づ
け
に
関
係
し
て
こ
よ
う
。
流
布
本
に
近
接
し
て
い
る
と
見
て
よ
い

だ
ろ
う
か
。
諸
本
と
の
本
文
異
同
を
「
著
作
集
』
の
二
ヶ
所
に
つ
い
て
あ
げ
る
と
、

①
五
音
五
位
（
五
十
音
図
）
の
部
分
は
、

此
五
音
五
位
に
竪
横
の
か
よ
ひ
あ
り
。
た
と
へ
ば
、
公
は
き
み
な
り
。
公
任
を
き
ん
た
ふ
と
よ
む
は
、
ま
み
む
め
も
の
竪
の
か
よ
ひ

也
。
魚
に
う
ほ
、
い
ほ
の
よ
み
あ
る
も
、
あ
い
う
え
を
の
竪
の
か
よ
ひ
也
。
又
、
む
め
と
書
て
う
め
と
よ
む
は
、
う
ぐ
す
つ
い
ふ
む

ゆ
る
う
の
横
の
か
よ
ひ
也
。
家
、
い
へ
と
か
き
て
い
ゑ
と
よ
む
は
、
ゑ
け
せ
れ
へ
め
え
れ
ゑ
の
横
の
か
よ
ひ
な
り
。

と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
九
大
本
に
近
く
、
八
戸
本
か
ら
は
か
な
り
遠
い
。
版
本
は
末
尾
に
更
に
増
量
が
あ
る
。

②
「
ぞ
る
こ
そ
れ
」
の
説
明
文

一
、
ず
づ
の
か
な
の
事

ず
ハ
数
か
ず
鈴
す
ゞ

葛
く
す
疵
き
す
鴎
も
す

詞
困
園
伺
剖
ｑ
詞
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と
な
っ
て
い
て
、

更
に
巻
末
はホ

ホ

葵
あ
ふ
ひ
仰
あ
ふ
く
ヲ

で
終
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
八
戸
本
・
九
大
本
・
流
布
版
本
を
通
じ
て
欠
け
て
い
る
部
分
で
あ
り
、
草
稿
段
階
で
、
掲
出
項
目
に
か
な

り
出
入
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
草
稿
段
階
の
伝
本
は
ま
だ
相
当
数
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
出
現
を
待
っ
て
、

本
文
の
ゆ
れ
を
見
定
め
て
行
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

づ
ハ
水
み
つ
賤
し
っ

一
、
ぢ
じ
の
か
な
の
事

一
、
い
の
か
な
も
こ
ゑ
に
は
下
に
用
ゆ
、
よ
み
に
は
上
に
用
ゆ

け
ふ
り
あ
は
れ

一
、
ふ
ほ
の
か
よ
ひ

一
、
ひ
の
か
よ
ひ

淋
し
さ
ひ
じ
あ

一
、
ふ
の
か
よ
ひ

ぢ
ハ
揖
か
ち
の
舟
梶
か
ち
の
簾
楊
し
ち
噸
の
藤
ふ
ち
恥
は
ち
閉
と
ち
紅
葉
も
み
ち
戻
摺
も
ち
す
り
氏
ぅ
ち

じ
ハ
櫨
駝
紅
簾
短
み
じ
か
し
雑
き
し
五
十
年
甑
そ
し
虹
に
し
鋭
く
し
ら

て
い
て
、
順
序
は
異
る
が
、
用
例
は
九
大
本
に
ほ
と
ん
ど
重
な
っ
て
い
る
。

て
い
か

定
家
篭
地

さ
た
い
へム

ム

ふ
り
あ
は
れ
ふ

、
、
、

あ
は
れ
ひ

鶴
た
つ
先
ま
つ
讓
ゅ
つ
る
愛
め
つ
る
閉
と
つ
る

ム

か
な
し
ふ

、
『
、

か
な
し
ひ
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版
本
に
つ
い
て
一
言
。
「
著
作
集
」
に
ｂ
～
ｉ
の
八
種
と
そ
の
写
本
（
ｊ
）
、
ｋ
掌
中
版
を
あ
げ
た
が
、
こ
の
分
類
に
変
更
は
な
い
。
ｂ

大
坂
屋
平
三
郎
版
（
初
版
本
）
、
ｅ
大
坂
屋
平
三
郎
・
西
村
清
蔵
合
梓
版
、
ｊ
版
本
の
写
本
、
ｋ
掌
中
版
（
た
だ
し
、
英
平
吉
版
）
の
各

一
点
が
架
蔵
に
な
っ
た
。
な
お
、
浅
田
徹
氏
本
（
序
・
本
文
は
版
本
の
写
し
だ
が
、
「
制
之
詞
」
娚
句
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
亨
弁
、
服

部
玄
通
（
伊
藤
松
軒
門
）
に
触
れ
る
文
化
十
年
十
月
の
君
寿
識
語
あ
り
）
の
貼
紙
に

と
い
う
注
目
す
べ
き
注
記
が
あ
る
。
「
関
東
歌
道
系
伝
」
同
様
、
伊
藤
松
軒
系
歌
人
（
前
記
文
化
十
年
識
語
の
君
寿
か
、
貼
紙
に
見
え
る

「
文
化
十
五
と
ら
の
と
し
弥
生
譲
受
」
と
記
す
「
滋
野
昌
大
」
な
る
人
物
か
）
の
書
入
れ
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
最
も
注
目
さ
れ
る
の

は
連
阿
（
蓮
阿
に
誤
る
）
の
「
祐
天
寺
二
墓
ア
リ
」
の
条
で
、
ま
だ
確
認
し
て
い
な
い
が
、
亨
弁
の
師
連
阿
の
不
明
部
分
の
解
明
に
役
立

つ
と
こ
ろ
あ
ら
ば
と
願
っ
て
い
る
。

東
都
二
条
家
伝

歌
学
書
の
『
再
治
視
聴
筆
削
」
写
二
冊
が
架
蔵
に
入
っ
た
が
、
「
著
作
集
』
に
翻
刻
し
た
静
嘉
堂
本
と
同
系
統
で
本
文
に
異
同
が
ほ
と

蓮
阿
元
禄
ノ
比
ノ
人
、
祐
天

亨
辨
和
尚
癖
榊
雌
田
諏
剛

伊
藤
松
軒
麻
布
竜
土
辺
二

服
部
玄
通
赤
羽
住
医
師

北
沢
久
興
竜
土
辺
与
力

日
、
そ
の
他

麻
布
桜
田
丁
日
蓮
宗

住
持
也
蓮
阿
二
学

麻
布
竜
土
辺
二
住

蓮
阿
二
学
フ

祐
天
寺
二
墓
ア
リ

松
軒
二
学
有
栖
川
様
ノ
御
門
弟
也

松
軒
二
学
フ
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広
通
の
著
作
を
検
討
す
る
場
合
、
根
本
資
料
と
な
る
の
は
、
孫
の
広
礼
の
『
閑
斎
随
筆
」
（
狩
野
文
庫
蔵
）
所
収
の
「
蹄
溪
翁
著
述
書

籍
目
録
」
（
以
下
「
目
録
」
と
略
称
）
で
あ
る
。
『
霞
関
集
」
（
古
典
文
庫
）
の
解
題
に
翻
刻
し
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
本
集
成
に
努
め

た
が
、
ま
だ
か
な
り
の
準
備
が
必
要
な
の
で
、
本
稿
で
は
二
点
の
み
を
紹
介
し
、
一
種
の
呼
び
水
と
し
た
い
。

ん
ど
な
い
の
で
、
こ
こ
で
扱
う
こ
と
と
す
る
。

静
嘉
堂
本
は
、
松
平
大
隅
守
玄
圃
入
道
乗
友
本
を
書
写
し
た
由
の
、
天
保
十
一
初
秋
の
田
代
正
容
の
識
語
が
あ
る
が
、
本
書
の
識
語
も

右
此
書
者
故
松
平
大
隅
守
玄
圃
入
道
乗
友

朝
臣
所
蔵
之
書
也
云
々
、
有
故
而
是
安
政
六

未
載
写
之
者
也
正
賢
（
花
押
）

と
あ
り
、
玄
圃
入
道
乗
友
本
に
拠
っ
て
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
記
の
如
く
、
本
文
が
殆
ど
一
致
、
特
に
他
の
伝
本
（
八
戸

本
、
東
北
大
本
）
に
無
い
目
録
が
あ
っ
て
、
こ
れ
も
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
識
語
の
内
容
は
信
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
玄
圃
は

「
関
東
歌
道
系
伝
』
に
よ
れ
ば
、
伊
藤
松
軒
門
。
前
記
浅
田
本
和
歌
童
翫
抄
の
「
東
都
二
条
家
伝
」
の
人
々
に
近
い
、
つ
ま
り
、
書
籍
所

蔵
圏
の
近
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

以
上
、
三
点
に
よ
っ
て
、
亨
弁
の
著
作
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
か
な
り
手
懸
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ま
た
、
そ
の
伝
来
、
書
写

に
、
亨
弁
門
弟
の
伊
藤
松
軒
系
の
人
脈
が
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
え
よ
う
に
思
う
。

二
、
石
野
広
通
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「
目
録
」
に
「
連
芦
集
一
巻
連
歌
草
稿
」
と
見
え
る
。
こ
れ
と
同
一
書
か
否
か
は
不
明
な
が
ら
、
「
広
通
家
集
」
の
外
題
の
あ
る

広
通
自
筆
連
歌
集
を
入
手
し
た
の
で
紹
介
し
た
い
。

一
七
・
六
×
二
五
・
五
セ
ン
チ
の
横
本
、
袋
綴
一
冊
本
で
、
打
曇
り
斐
紙
表
紙
。
左
肩
に
打
つ
け
書
き
で
、
「
廣
通
家
集
」
と
自
筆
外

題
が
あ
る
。
内
題
は
「
延
年
観
再
点
連
歌
」
と
あ
る
。
以
下
、
奥
書
に
到
る
ま
で
全
て
自
筆
で
あ
る
（
巻
末
に
朱
筆
で
明
治
四
十
三
年
七

月
の
弥
冨
破
摩
雄
氏
の
識
語
が
あ
る
）
。
料
紙
は
薄
様
で
、
一
四
丁
、
遊
紙
前
一
丁
。
本
文
一
面
一
六
行
。
前
句
は
一
字
半
下
り
、
時
折

記
さ
れ
る
訶
書
は
、
前
句
と
同
じ
高
さ
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
春
連
句
」
の
見
出
し
で
、
以
下
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
、
恋
、
雑
の
部
立
で

「
附
合
」
が
百
句
、
次
い
で
「
発
句
」
が
六
面
に
三
六
句
記
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
は
三
種
、

①
右
四
季
恋
雑
附
合
百
句
、
発
句
三
十

六
総
計
百
三
十
六
句
、
阪
昌
周
合
点

②
右
句
々
反
復
塾
覧
、
可
謂
詞
花

錦
繍
実
、
就
中
抜
群
者
八
十
三

叩
加
点
、
珈
報
干
盃
意
、
呵
々

或
者
一
席
一
覧
之
句
也

明
和
七
年
六
月
中
淀

Ｈ
、
連
歌
延
年
観
再
点
連
歌

就
中
抜
群
者
八
十
三
句 廣

通
昌
周
判
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る
。
無
論
、
連
歌
に
関

た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

春
一
六
句
中
八
句

夏
九
句
中
四
句

秋
一
四
句
中
一
○

冬
一
○
句
中
六
句

明
和
七
年
十
一
月

廣
通

と
あ
る
。
阪
昌
周
は
幕
府
御
用
連
歌
師
。
延
年
観
は
号
。
『
源
氏
演
説
抄
』
な
ど
に
よ
っ
て
、
広
通
と
交
友
が
深
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
無
論
、
連
歌
に
関
し
て
は
師
の
礼
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
本
集
で
も
昌
周
家
句
会
に
し
ば
し
ば
出
席
、
広
通
家
会
に
昌
周
が
出
て
い

発
句
三
六
句
中
二
六
句
再
点
一
句

こ
の
う
ち
再
点
の
み
を
例
示
し
て
お
く
。

恋
二
八
句
中
一
七
句

雑
二
三
句
中
一
二
句

恋
二
八
句
中
一
七
句
再
点
二
句

③
右
一
巻
者
延
年
観
昌
周
師
再
点
奉
り

合
点
添
削
奥
書
等
、
本
書
の
ま
、
に
写
し
て

か
し
こ
に
つ
か
は
す
、
永
く
此
道
の
ち
き
り
を

へ

恋
一 持

せ
ん
た
め
な
り

恋
し
く
な
る
は
何
の
心
そ

一
○
句 合

点
は
、
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こ
の
よ
う
な
合
点
、
添
削
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
目
録
」
の
「
連
芦
集
一
巻
連
歌
草
稿
」
（
巻
子
本
で
あ
ろ
う
）
、
と
の
関
連
は
深

い
と
推
定
さ
れ
る
。
本
集
の
内
容
は
、
宝
暦
～
明
和
の
年
号
が
見
ら
れ
、
明
和
七
年
は
、
広
通
五
三
歳
御
納
戸
頭
の
時
で
あ
り
、
八
三
歳

の
生
涯
を
送
っ
た
人
物
で
あ
る
の
で
、
中
年
迄
の
作
品
が
収
載
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
一
応
右
草
稿
と
見
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

印
記
は
扉
紙
に
「
濱
雄
／
蔵
書
」
朱
方
印
、
巻
頭
に
「
は
ま
を
」
朱
方
印
、
「
米
山
／
中
之
／
右
図
／
左
虫
」
四
行
横
長
方
朱
印
の
三

穎
、
巻
末
に
「
月
明
荘
」
印
が
あ
る
。
一
、
二
は
弥
冨
氏
蔵
書
印
。
三
は
不
詳
。
反
町
弘
文
荘
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。

お
な
し
年
の
九
月
十
三
夜
に

た
く
ひ
な
し
と
見
し
夜
や
た
く
ひ
け
ふ
の
月

奥
書
に
見
え
る
添
削
は
四
句
あ
る
。
一
句
の
み
上
げ
る
。

広
通
の
連
歌
は
、
表
現
密
度
の
濃
い
和
歌
に
比
す
と
、
特
に
四
季
句
、
発
句
は
類
型
的
発
想
の
も
の
が
多
く
、
魅
力
に
乏
し
い
が
、

（
発
句
）

寒
…人

目
き

さ
ひ
し
ざ
ま
さ
る
冬
の
山
里

侍
か
ひ
も
な
き
を
習
ひ
の
夕
ノ
ー
（
句
頭
右
肩
に
二
行
の
掛
点
）

よ
し
恋
し
ね
と
人
や
つ
れ
な
き

お
な
し
世
に
あ
る
こ
そ
せ
め
て
契
な
れ
（
句
頭
右
肩
に
二
行
の
掛
点
）

わ
れ
に
し
も
草
葉
に
つ
け
て
わ
す
れ
め
や

月
次
の
ま
へ
句
に
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恋
・
雑
句
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
少
な
く
な
い
。
本
集
は
広
通
の
表
現
世
界
を
評
価
す
る
際
の
看
過
し
得
な
い
資
料
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

研
究
の
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
公
儀
連
歌
壇
の
資
料
と
し
て
も
今
後
注
目
さ
れ
て
行
く
こ
と
と
な
ろ
う
。

該
書
に
は
、
伝
本
に
静
嘉
堂
本
が
あ
り
、
燕
石
十
種
三
に
は
そ
れ
を
底
本
と
し
た
翻
刻
が
あ
り
、
日
本
画
論
大
観
に
も
入
っ
て
い
て
既

に
活
字
版
で
知
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
が
、
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
序
を
持
つ
伝
本
が
書
架
に
入
っ
た
の
で
紹
介
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

二
六
×
一
八
・
五
セ
ン
チ
の
袋
綴
一
冊
本
で
、
表
紙
は
布
目
地
に
丁
字
の
刷
毛
格
子
引
き
、
題
簑
剥
離
の
た
め
外
題
は
な
い
。
内
題
は

「
絵
空
言
」
。
料
紙
は
楮
紙
で
墨
付
三
三
丁
、
序
、
本
文
共
に
一
面
一
○
行
。
寛
政
頃
の
写
本
で
あ
る
。
奥
書
、
印
記
は
な
い
。
扉
紙
左
肩

｛
Ｆ
〕

に
「
中
原
遠
江
守
石
野
広
通
作
／
絵
空
こ
と
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

本
文
は
、
静
嘉
堂
本
即
ち
活
字
本
と
ほ
と
ん
ど
異
同
は
な
い
が
、
広
通
自
序
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に
そ
れ
を
示
す
。

（
序
）

常
に
人
の
よ
く
い
ふ
事
な
れ
ど
も
、
そ
ら
事
書
は
絵
の
風
流
故
実
に
て
侍
る
べ
し
。
詩
歌
は
有
声
の
画
也
。
図
画
は
無
声
の
詩
歌
也
。

唐
詩
の
白
髪
三
千
丈
、
和
歌
の
鴬
の
こ
ほ
れ
る
涙
、
み
な
こ
れ
幽
玄
の
秀
作
と
し
、
雪
中
の
芭
蕉
は
摩
詰
が
無
双
の
画
才
と
称
せ
り
。

（
地
）

八
景
と
い
へ
る
も
、
繍
湘
・
洞
庭
は
他
名
な
れ
ど
も
、
平
沙
・
遠
浦
・
山
市
・
江
天
・
煙
寺
・
漁
村
み
な
虚
景
也
。
詩
歌
の
感
応
は
暫

く
他
言
に
譲
る
。
丹
青
の
妙
あ
る
所
、
漢
相
同
じ
。
北
斉
の
楊
子
と
白
馬
を
壁
に
絵
書
く
、
毎
夕
心
長
鳴
く
て
水
草
を
も
と
む
る
が
如

し
と
李
嗣
真
が
」
‐
オ
画
品
に
見
え
、
金
岡
が
画
け
る
馬
、
夜
な
ノ
ー
放
て
近
辺
の
田
畑
を
喰
ひ
し
よ
し
、
古
今
著
聞
集
に
し
る
す
。

ク
ハ
イ
‐

浅
草
観
世
音
の
口
絵
の
馬
も
放
れ
て
草
を
く
ら
へ
る
と
世
に
語
り
伝
ふ
。
張
僧
餘
が
絵
の
竜
は
雷
雨
晦
冥
し
て
天
に
の
ぼ
り
、
常
則

口
、
画
論
絵
そ
ら
ご
と
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広
通
は
著
作
だ
け
で
も
六
○
部
あ
る
の
で
、
諸
本
調
査
も
容
易
で
は
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
関
連
資
料
に
も
目
を
拡
げ
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
こ
こ
で
は
編
纂
物
、
古
典
研
究
の
た
め
の
索
引
類
に
触
れ
て
お
く
。

①
師
冷
泉
為
村
歌
集

国
書
総
目
録
に
弓
冷
泉
為

『
止
静
院
殿
御
藻
』
（
脱
・
剛
）

（
マ
、
）

が
書
た
る
獅
子
は
犬
ほ
へ
、
に
ら
み
、
威
光
が
書
た
る
鶏
は
ま
こ
と
の
鶏
見
て
、
是
を
蹴
る
。
高
孝
行
が
画
の
鷹
、
諸
烏
は
る
か
に
見

て
驚
き
恐
れ
け
る
事
、
唐
、
倭
同
日
の
談
也
。
絵
に
か
け
る
女
を
見
て
い
た
づ
ら
に
心
を
う
ご
か
す
が
如
し
と
は
、
僧
正
遍
照
の
歌
の上

さ
ま
に
、
古
今
の
序
に
は
た
と
へ
た
る
を
、
さ
る
た
め
し
も
侍
る
を
や
。
腔
説
に
、
進
士
趙
顔
と
い
ふ
も
の
、
画
士
の
所
に
て
、
軟カベ

シ
ヤ
ウ障
に
一
婦
人
を
図
す
る
を
得
て
、
は
な
は
だ
う
る
は
し
き
に
、
か
か
る
女
を
得
ま
く
お
も
ふ
。
絵
か
け
る
人
の
い
は
く
、
わ
れ
は
神

・
ン
ロ

サ
イ

画
也
。
此
名
は
真
こ
と
い
ふ
。
其
名
を
呼
て
百
日
や
ま
ず
は
必
応
ぜ
ん
。
応
ぜ
ば
百
家
の
練
灰
酒
を
是
に
そ
園
げ
。
則
活
ん
、
と
。
顔

其
言
の
如
く
す
。
は
た
し
て
障
を
下
り
、
言
笑
飲
食
つ
れ
の
如
く
、
年
を
こ
え
て
一
子
を
う
む
。
其
友
の
日
、
こ
れ
妖
也
。
余
、
神
剣

あ
り
。
是
を
き
れ
。
此
ゆ
ふ
く
真
ら
位
て
日
、
妄
は
南
嶽
の
地
仙
也
。
君
に
う
た
が
は
れ
、
さ
ら
に
と
ず
ま
る
べ
か
ら
ず
。
其
子
を
携

て
軟
障
に
の
ぼ
り
、
前
酒
を
は
き
出
す
。
其
障
を
見
れ
ば
、
一
子
を
添
、
み
な
是
絵
也
と
。
雅
筵
酔
狂
集
正
親
町
一
位
公
通
公
の
歌
の

（
マ
、
）

自
」
２
オ
住
に
書
れ
た
り
。
行
暮
て
ふ
る
き
宮
居
に
や
ど
り
た
る
に
、
掛
絵
ど
も
の
あ
ま
た
あ
る
を
見
て
、
い
れ
ぶ
り
た
る
時
の
間
に
、

夢
う
つ
、
と
も
な
く
聞
侍
る
事
を
書
つ
ず
け
て
、
雨
夜
の
目
ざ
ま
し
と
す
る
も
の
な
ら
し
。

以
上
で
あ
る
。

日
、
そ
の
他

弓
冷
泉
為
村
卿
詠
作
類
聚
』
二
一
冊
。
石
野
広
通
越
佐
名
家
著
述
目
録
」
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
石
野
家
本
の

（
脱
・
剛
）
一
七
冊
、
石
野
広
通
編
が
こ
れ
に
当
る
と
思
わ
れ
る
。
現
状
は
一
八
冊
以
下
を
欠
く
が
、
第
一
冊
に
後
記
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の
如
き
全
体
の
目
録
が
あ
り
、
第
二
○
冊
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
二
一
冊
と
の
差
は
あ
る
が
、
石
野
家
本
は
全
て
同
一
装
丁
で
、
広

通
自
筆
の
序
が
あ
る
の
で
、
間
違
い
な
く
、
こ
れ
が
原
本
で
あ
る
と
断
定
し
て
お
く
。

該
本
は
二
一
・
五
×
一
三
・
九
セ
ン
チ
の
袋
綴
一
七
冊
本
で
、
表
紙
は
藍
地
白
抜
き
麻
葉
文
様
で
全
冊
を
通
し
て
綴
じ
糸
も
紫
色
の
袋

綴
本
。
料
紙
は
良
質
の
楮
紙
。
一
面
八
～
五
行
、
二
筆
の
取
合
本
で
、
序
の
内
容
と
勘
案
す
る
と
、
為
村
の
死
の
安
永
三
年
七
月
か
ら
程

経
ず
し
て
、
広
通
が
師
追
悼
の
た
め
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
巻
末
三
冊
を
欠
く
の
で
、
奥
書
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
お
、
為
村
に
は
、
別
編
集
の
陽
明
本
、
内
閣
文
庫
本
、
書
陵
部
本
（
門
人
鷹
見
保
具
編
）
の
歌
集
が
あ
る
。

広
通
序
と
目
録
を
掲
げ
て
お
く
。

第
一
（
Ⅲ
丁
）

天
満
宮
奉
納
和
歌
、
関
東
下
向
の
詠
、
紀
伊
殿
庭
の
言
葉
、
新
玉
津
島
十
二
首
、
石
野
広
通
に
給
ふ
浦
蕊
の
讃
、
当
座
十
二
首
判

の
う
た
、
不
酔
花
、
東
六
条
遊
覧
の
歌
、
病
中
大
麻
守
護
の
歌
、
桑
染
絹
の
歌
、
光
明
真
言
置
字
、
宝
暦
十
二
年
十
五
夜
中
務
宮

贈
答
同
宮
の
歌
、
同
十
三
年
十
五
夜
、
明
和
元
年
十
五
夜
、
同
年
十
三
夜
、
同
二
年
十
三
夜
、
御
代
始
御
会
門
流
講
師
の
よ
ろ
こ

び
、
二
十
首
和
歌
、
五
十
韻
の
う
た
、
柿
本
神
影
を
う
つ
す
住
吉
内
部
に
給
、
花
月
庵
四
百
年
忌
、
石
野
広
通
に
給
ふ
う
た
、
う

止
静
院
殿
御
藻

入
道
大
納
言
殿
為
村
卿
、
法
名
止
静
院
殿
澄
覚
尊
の
御
言
の
葉
の
数
ノ
、
、
と
を
く
関
の
東
ま
て
風
の
た
よ
り
に
ち
り
く
る
を
か
き

あ
つ
め
侍
れ
ど
、
わ
か
き
お
り
よ
り
つ
か
へ
に
ひ
ま
な
く
、
今
は
た
六
十
の
暮
、
京
に
至
り
、
夕
陽
の
返
照
心
い
そ
が
は
し
け
れ
ぱ
、

始
末
錯
乱
、
年
月
前
後
の
ま
、
に
て
、
人
の
手
を
さ
へ
か
り
て
か
さ
ね
置
ぬ
。
よ
く
見
し
ら
べ
て
書
あ
ら
た
め
給
は
ん
人
を
ま
つ
事

に
す
。
そ
の
目
録
ひ
だ
り
の
ご
と
し

澤
翁
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第
八
（
仙
丁
）

第
七
（
Ⅱ
丁
）

第
六
（
７
丁
）

第
五
（
９
丁
）

第
四
（
躯
丁
）

第
三
（
兇
丁
）

夜
、
柿
本
神
握

第
二
（
刷
丁
）

車
玉
蛾
奉
御
追
悼
納
経
お
く
な
か
う
た

樵
夫
問
答
宝
暦
元
年
四
十
歳

宝
暦
十
一
年
十
五
夜
井
十
三
夜
、
三
勝
記
、
和
歌
七
首
、
市
の
口
す
さ
ひ
、
和
歌
六
首
、
柳
原
殿
追
悼
同
墓
前
幽
懐
、
信
遍
追
悼

同
像
讃
、
実
岳
卿
初
月
忌
、
光
栄
公
追
悼
、
桜
町
院
御
追
悼
、
七
十
賀
大
田
道
智
に
給
ふ
、
八
十
賀
柳
陰
に
た
ま
ふ
、
熱
田
宮
奉

納
五
首
、
実
岳
卿
三
廻
忌
、
洛
陽
三
十
三
所
順
礼
、
花
月
庵
御
詠
、
交
戒
御
詠
、
本
卦
試
筆
、
明
和
四
年
十
四
夜
十
五
夜
十
六
夜
、

同
年
十
三
夜
同
閏
十
三
夜
、

星
夕
七
夕
吟
宝
暦
十
年
四
十
九
歳

嵯
峨
の
日
く
ら
し

す
の
な
か
言
葉
、
は
な
か
つ
み
置
字
、
詠
草
見
え
す
置
字
、
紅
梅
念
珠
、
近
江
八
景
、
了
俊
像
讃
、
琵
琶
の
銘
ハ
安
永
二
年
十
五

夜
、
柿
本
神
像
を
置
詞
、
忍
性
寺
法
談
聴
聞
、
百
一
歳
の
寿

い
す
か
の
吟
宝
暦
十
一
年
五
十
歳
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第
十
一
（
陥
丁
）

賀
莚
答
和
之
歌

第
十
（
加
丁
）

第
九
（
躯
丁
）

第
十
二
（
７
丁
）

星
夕
七
九
作
華
鰄
匡
趣
ハ
十
三
歳

第
十
三
（
ｎ
丁
）

第
十
四
（
Ⅱ
丁
）

内
宮
奉
納
百
首

第
十
五
（
岨
丁
）

第
十
六
（
胡
丁
）

紅
葉
百
首

第
十
七
（

福
大
明
神
社
改
造
三
十
番
神
柿
本
法
楽
野

明
和
六
年
同
八
年
名
月

明
和
三
年
十
五
夜
二
百
五
十
首
十
三
夜
百
六
十
首

重
陽
九
十
首

十
題
百
首

（
別
丁
）
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序
の
「
六
十
の
暮
」
は
、
安
永
三
年
が
広
通
の
六
十
歳
に
当
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
詠
作
年
時
順
に
編
集
し
た
こ
と
を
い
う
が
、
第

一
、
二
冊
が
丁
数
か
ら
も
、
年
序
を
変
え
て
い
る
点
か
ら
も
、
主
歌
集
の
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
よ
う
。
「
広
通
撰
草
稿
」
と
序
に
謙
辞

を
記
す
が
、
門
人
と
し
て
の
思
い
入
れ
深
く
、
各
所
に
注
を
添
え
て
い
る
。
第
一
冊
目
録
末
、
並
び
に
第
一
項
天
満
宮
奉
納
詠
の
賊
文
を

引
い
て
置
く
。

（
目
録
末
）

第
二
十
（
欠
）

第
十
九
（
欠
）

今
出
川
御
館
勧
進
度
々
四
通
り

第
十
八
（
欠
）

三
代
十
百
首

此
冊
、
人
の
手
を
か
り
て
し
る
す
所
に
、
下
句
を
い
さ
、
か
ひ
き
ノ
ー
書
り
。
清
書
の
節
か
さ
ね
て
は
天
満
宮
奉
納
、
其
外
と
も

に
、
上
下
句
相
な
ら
べ
て
書
く
し
。
た
、
し
、
置
字
の
歌
に
至
り
て
は
、
下
句
を
一
字
さ
げ
て
書
も
見
や
す
き
た
め
、
し
か
る
べ
し
。

こ
と
更
明
和
元
年
十
五
夜
に
三
五
夜
中
を
上
句
に
を
き
、
こ
よ
ひ
そ
秋
の
歌
の
下
句
を
、
下
句
の
は
し
め
に
置
た
る
は
、
上
句
よ
り

下
の
句
を
一
字
さ
げ
て
か
く
か
た
よ
る
し
。
全
篇
、
此
意
味
を
心
得
清
書
す
べ
し
。
か
さ
ね
て
清
書
の
時
の
た
め
、
し
る
す
。

以
上 堀

川
太
郎
次
郎
藤
川
百
首

松
齢
千
年
鶴

松
寿
契
千
年
賑
確
鋤
誌
箙
銅
当
日
御
手
向
、
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前
者
は
、
和
歌
の
表
記
で
、
上
下
句
を
並
べ
る
か
下
句
を
下
げ
る
か
を
意
識
的
に
行
な
っ
て
い
る
例
、
後
者
は
、
歌
稿
配
列
の
編
集
意

図
を
示
す
例
、
い
ず
れ
も
霞
関
集
撰
集
方
針
の
精
綴
さ
に
通
ず
る
も
の
を
感
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
冊
の
「
賀
筵
答
和
和
歌
」
は
、
明
和
八
年
七
月
為
村
の
六
十
賀
会
を
、
広
通
邸
で
催
し
た
際
の
記
録
で
、
江
戸
の
門
人
八
人
の

寿
歌
各
歌
に
対
し
て
為
村
の
答
歌
、
宴
席
後
の
当
座
二
十
題
歌
会
の
、
非
門
人
九
人
が
加
わ
っ
た
二
十
首
に
対
し
て
は
「
和
」
歌
が
京
か

ら
戻
っ
て
き
た
も
の
を
竪
紙
に
清
書
し
た
、
そ
の
控
が
本
書
で
あ
る
。
広
通
序
と
答
和
歌
各
一
組
、
出
詠
者
の
目
録
を
記
し
て
お
く
。
江

戸
冷
泉
派
武
家
歌
壇
の
様
相
の
う
か
が
え
る
資
料
で
あ
る
。

（
天
満
宮
奉
納
詠
）

へ

序
…

冷
泉
入
道
前
大
納
言
殿
鯛
洲
釧
覚
、
今
年
明
和
八
年
六
十
の
賀
筵
を
ひ
ら
か
れ
侍
る
よ
し
、
関
東
に
も
う
け
給
は
り
、
門
葉
の
人
々
こ

な
た
か
な
た
よ
り
、
歌
よ
み
て
賀
し
ま
い
ら
す
る
中
に
、
正
安
、
茂
里
、
法
住
、
師
道
な
ど
い
ひ
あ
は
せ
な
が
ら
、
広
通
つ
ね
に
公

務
し
げ
く
、
や
う
ノ
ー
日
数
へ
ぬ
。
七
月
朔
日
つ
と
め
て
、
例
の
ご
と
城
に
の
ぼ
り
、
大
樹
を
拝
し
た
て
ま
つ
り
、
家
に
か
へ
り
、

半
日
の
閑
を
得
た
り
。
け
ふ
の
健
節
、
千
秋
の
は
じ
め
と
す
べ
し
。
こ
、
に
宗
匠
家
の
寿
を
賀
せ
ん
が
た
め
、
酒
撰
を
ま
う
け
、
こ

と
ぶ
き
よ
ろ
こ
ぶ
。
か
ね
て
よ
め
る
う
た
、
正
安
、
義
里
、
広
温
、
元
典
、
法
住
、
師
道
、
勇
子
、
広
通
と
も
に
八
人
の
詠
草
を
取

か
さ
ね
、
こ
の
よ
ろ
こ
び
に
ま
い
り
あ
は
れ
け
る
人
々
と
、
も
に
、
当
座
二
十
首
の
歌
を
よ
み
、
今
出
川
の
御
館
に
ま
い
ら
す
。
か

此
奉
納
八
百
五
十
年
を
、
ふ
謬

主
に
給
ふ
歌
の
次
に
入
く
し
、

巻
の
は
じ
め
に
置
侍
る
な
り
。 ふ

る
え
の
梅
の
御
歌
に
見
れ
ば
、
宝
暦
こ
の
頃
に
て
侍
る
べ
し
。
さ
あ
ら
ば
、
関
東
下
向
、
新
玉
津
島
神

し
、
と
い
へ
ど
も
、
も
と
よ
り
年
序
に
か
ゞ
は
ら
ず
、
書
よ
せ
ぬ
る
う
へ
、
天
満
宮
奉
納
な
る
が
ゆ
へ
に
、

澤
翁
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（
六
十
賀
会
当
座
二
十
首
の
う
ち
）

（
寿
歌
八
首
の
う
ち
）

老
の
浪
ち
と
せ
を
か
く
る
こ
と
の
は
の
ち
き
り
か
へ
て
き
わ
か
の
う
ら
松

山
霞
正
安

は
る
の
色
は
そ
れ
と
ば
か
り
に
し
ら
か
し
の

入
道
前
大
納
言
家
六
十
の
御
年
満
を
こ
と
ぶ
き
た
て
ま
つ
り
て

和
歌
の
浦
や
君
か
六
十
の
老
の
浪

ち
と
せ
を
松
に
か
け
て
ひ
さ
し
き

の
八
人
の
外
、
非
門
の
人
九
人
あ
り
。
さ
い
は
い
に
他
門
に
は
あ
ら
ず
、
道
に
を
き
て
広
通
が
身
を
わ
か
つ
と
お
ぼ
し
給
は
る
べ
き

（
マ
、
）

よ
し
を
申
入
る
。
こ
と
か
、
く
御
点
あ
り
、
毎
首
に
御
歌
を
そ
へ
ら
れ
、
酉
々
に
い
は
ひ
も
の
を
贈
ら
せ
給
ふ
。
あ
ら
た
め
て
こ
の

歌
ど
も
、
た
け
一
尺
二
寸
ば
か
り
の
堅
紙
に
か
き
つ
ら
ね
ま
い
ら
す
べ
き
よ
し
、
永
く
納
め
置
る
べ
き
む
ね
を
し
め
さ
る
。
広
通
す

な
は
ち
、
一
筆
に
し
る
し
て
た
て
ま
つ
り
ぬ
。
師
家
の
丁
寧
、
今
更
に
か
た
じ
け
な
く
、
よ
っ
て
そ
の
よ
し
を
は
じ
め
に
し
る
し
、

入
道
殿
の
答
和
と
も
に
、
か
の
歌
ど
も
を
書
し
る
す
事
し
か
な
り
。

明
和
八
年
秋
広
通

答

（
マ
、
）

入
道
前
大
納
六
十
の
御
と
し
之
を
こ
と
ぶ
き
、
広
通
が
家
に
、
さ
け
さ
か
な
を
ま
う
く
る
の
日
、
参
会
の
人
々
の
当
座
の
う
た

二
十
首

ち
よ
う
覚

広
通
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（
目
録
）

葉
山
の
梢
か
す
む
の
ど
け
ざ

禾
し
ら
か
し
の
葉
山
の
梢
き
の
ふ
見
し

雪
も
そ
の
ま
魁
か
す
み
そ
め
け
りち
よ
う
覚

右
詠
出
の
輩
、
当
座
題
の
順
を
も
っ
て
其
名
を
し
る
す

寄
合

内
藤
政
治
郎
正
安

小
譜
請
組
山
下
弥
三
郎
義
里

広
通
嫡
石
野
清
五
郎
広
温

御
小
姓
組
靱
負
男

斎
藤
兵
庫
正
明

新
御
番
源
太
郎
男
矢
部
民
次
郎
定
因

赤
坂
道
教
寺
法
住

隠
侶
屋
代
空
二
師
道

広
通
二
男

竹
尾
多
六
元
典

小
普
請
組
森
山
源
五
郎
孝
盛

小
十
人
小
頭
左
兵
衛
男
上
野
四
郎
三
郎
資
善

広
通
妻
勇
子

ロ
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特
に
親
し
い
幕
臣
と
広
通
近
親
、
非
門
は
い
て
も
他
門
は
含
ま
な
い
と
い
う
言
い
方
は
、
他
門
混
在
が
一
般
だ
っ
た
江
戸
武
家
歌
壇
の

情
況
を
示
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
成
島
信
遍
他
界
、
磯
野
政
武
不
在
の
冷
泉
門
の
親
近
感
に
満
ち
た
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

為
村
か
ら
み
て
も
肌
合
い
の
よ
い
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

該
本
（
脱
・
加
）
は
、
二
三
・
一
×
一
七
・
一
セ
ン
チ
の
袋
綴
三
冊
本
。
表
紙
は
白
地
に
藍
の
翌
檜
散
文
刷
。
上
一
四
三
丁
、
下
七
七

丁
、
中
（
続
部
類
）
八
七
丁
、
計
三
○
七
丁
。
序
、
本
文
共
に
一
面
九
行
。
奥
書
は
「
寛
保
四
年
春
書
写
之
中
原
広
明
」
と
あ
る
。
後

記
の
序
の
如
く
、
明
和
、
安
永
四
の
年
記
が
見
え
る
の
で
、
寛
保
四
年
写
本
に
後
に
取
得
し
た
伝
本
の
内
容
を
書
入
れ
、
序
を
増
補
し
た

も
の
か
。
後
の
写
本
に
寛
保
の
奥
書
を
書
き
込
ん
だ
も
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。
な
お
、
広
明
は
、
石
野
家
系
図
に
は
広
征
子
で
大
番
だ

た
わ
け
で
、
所
持
し
た
も
の
Ｌ

当
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

〃
″
■
■
■
Ｕ
、
Ｊ
ロ
〃
‐
１
‐
一
幻
画
亭
Ｉ
Ⅱ
！
』
コ
ノ
ニ
‐
夕

広
通
は
堂
上
派
歌
人
で
あ
る
か
ら
、
二
十
一
代
集
な
ど
は
精
読
し
た
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
際
、
作
者
部
類
は
必
備
の
参
考
文
献
だ
っ

わ
け
で
、
所
持
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
周
知
の
如
く
伝
本
は
異
同
が
多
く
、
そ
の
差
は
単
純
で
は
な
い
。
従
っ
て
か
な
り
諸
本
に

御
書
院
番

内
藤
紀
伊
守
家

御
納
戸
頭

小
普
請
組

新
御
番

以
上
、
十
七
人

2）

作
者
部
類

定
衡
妻
雅
子

石
野
荒
之
助
広
高

酒
井
己
作
元
福

石
野
平
蔵
広
通

谷
蔵
人
衛
寿

矢
部
源
太
郎
定
衡
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っ
た
忠
次
郎
広
明
と
い
う
人
物
が
い
る
が
、
明
和
四
年
に
没
し
て
お
り
、
序
の
安
永
の
年
記
に
は
矛
盾
す
る
。
広
通
が
広
明
を
名
告
っ
た

証
は
他
に
な
い
が
、
こ
の
奥
書
は
広
通
自
身
の
別
名
と
考
え
る
他
は
な
い
。
他
の
徴
証
が
出
る
ま
で
そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
く
。

（
序
）

作
者
部
類
本
々
不
同
也
。
先
年
、
寛
保
四
年
写
置
所
、
巻
首
に
帝
王
廿
二
主
、
次
に
大
臣
四
十
三
人
載
之
。
大
納
言
の
部
、
藤
忠
信

よ
り
し
る
せ
り
。
右
の
如
く
、
帝
王
・
大
臣
を
わ
づ
か
に
し
る
し
、
大
納
言
も
忠
信
よ
り
し
る
す
事
、
心
得
が
た
し
。
其
後
、
明
和

年
間
、
一
本
を
得
た
り
。
帝
王
五
十
三
主
、
次
に
親
王
六
十
八
次
に
執
政
四
十
六
人
、
次
に
大
臣
百
五
人
あ
り
。
次
に
大
納
言
の
部

藤
国
経
に
は
し
ま
り
て
、
か
の
一
本
の
忠
信
よ
り
ま
へ
に
四
十
八
人
あ
り
、
四
十
九
人
に
あ
た
り
て
、
藤
忠
信
な
り
。
此
本
、
巻
首

よ
ろ
し
く
見
ゆ
る
に
よ
り
て
、
巻
の
は
じ
め
に
こ
れ
を
と
ぢ
た
し
侍
る
也
。
し
か
る
う
へ
は
、
寛
保
写
置
所
の
、
帝
王
廿
二
主
、
大

臣
四
十
三
人
は
の
ぞ
く
べ
し
と
い
へ
ど
も
、
一
本
の
お
も
む
き
を
存
ぜ
ん
た
め
に
こ
れ
を
の
ぞ
か
ず
し
て
、
た
ず
朱
点
を
か
け
て
重

代
を
わ
か
つ
。
さ
れ
ば
、
此
明
和
年
間
に
得
た
る
を
、
全
本
に
や
と
お
も
ふ
に
、
大
納
言
の
部
、
冬
基
よ
り
経
顕
ま
で
十
八
人
も
れ

た
り
。
又
、
其
以
下
条
々
異
同
あ
り
。
剰
、
下
巻
の
を
は
り
に
至
り
て
、
作
者
異
儀
、
歌
仙
の
事
を
略
す
。
尤
肝
要
の
着
省
略
い

か
ず
な
り
。
萩
原
宗
固
が
本
こ
れ
に
同
じ
。
又
、
一
本
あ
り
、
高
潔
本
也
。
は
じ
め
に
季
吟
本
の
よ
し
あ
り
。
正
編
、
続
編
を
あ
は

せ
し
る
す
。
惣
別
は
、
寛
保
四
年
写
所
に
似
て
、
巻
首
に
帝
王
・
大
臣
す
べ
て
な
し
、
大
納
言
忠
信
よ
り
し
る
し
書
す
。
末
に
至
り

て
、
続
編
ば
か
り
の
帝
王
、
執
政
、
大
臣
を
し
る
す
、
全
備
せ
ざ
る
本
也
。
殊
に
此
本
、
ま
た
く
ふ
る
き
を
お
も
は
ず
、
便
覧
の
た

め
、
わ
た
く
し
の
所
為
歎
。
作
者
部
類
は
元
来
、
建
武
四
年
に
元
盛
編
集
、
安
永
四
に
至
て
四
百
四
十
年
ば
か
り
、
康
安
二
年
光
元

増
補
、
安
永
四
に
至
て
四
百
十
五
年
ば
か
り
、
古
今
よ
り
新
千
載
に
至
る
を
旧
本
と
は
い
ふ
。
続
編
は
、
は
る
か
に
を
く
れ
て
、
正

保
三
年
に
禄
す
。
安
永
四
年
に
至
り
て
百
三
十
年
ば
か
り
也
。
正
編
続
編
各
、
別
也
。
混
ず
べ
か
ら
す
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
寛
保
に

う
つ
す
本
、
明
和
年
聞
え
た
る
本
、
巻
首
を
は
じ
め
に
と
ぢ
そ
へ
た
る
に
、
此
た
び
全
編
宗
固
が
蔵
本
、
高
潔
が
蔵
本
と
、
も
に
校
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合
す
。
又
、
イ
と
い
ふ
も
の
二
本
と
も
に
と
い
ふ
も
の
に
て
也
。
た
ず
し
、
墨
書
に
イ
と
あ
る
は
、
か
ね
て
よ
り
あ
り
。
今
の
校
合

は
朱
に
て
し
る
す
。
又
、
執
政
大
臣
の
部
に
て
、
二
十
一
代
大
臣
名
集
を
あ
は
せ
、
其
外
、
撰
集
大
系
図
等
に
か
う
が
へ
、
所
々
に

広
通
合
考
今
案
、
紫
を
も
て
書
そ
へ
侍
り
ぬ
。
か
つ
、
正
編
面
ノ
ー
の
名
の
下
に
、
続
編
に
出
る
は
、
紫
の
丸
を
し
る
し
、
歴
覧
の

た
よ
り
と
す
。
続
編
に
は
、
も
と
よ
り
旧
本
に
出
る
を
ば
分
別
せ
り
、
と
い
へ
ど
も
、
引
合
た
る
證
に
紫
の
一
点
を
し
る
す
。
た
ま

ノ
ー
旧
本
不
見
も
の
、
紫
を
も
つ
み
そ
の
よ
し
を
し
る
す
。
や
う
や
く
全
備
せ
る
に
ち
か
し
。
な
を
他
日
を
ま
ち
て
撰
集
に
引
合
せ
、

歌
数
を
も
あ
ら
た
め
見
ん
事
を
お
も
ふ
も
の
な
り
。

安
永
四
年
夏
中
原
広
通

作
者
部
類
は
、
別
本
が
存
在
す
る
が
、
流
布
本
は
右
の
序
の
叙
述
の
如
く
、
三
段
階
の
成
立
過
程
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

①
古
今
ｌ
続
拾
の
一
六
集
分
。
部
類
二
巻

建
武
四
年
Ⅲ
七
月
六
日
元
盛
（
盛
徳
）
撰
。

②
風
雅
ｌ
新
千
載
の
増
補
、
①
に
合
し
て
三
巻

康
安
二
年
剛
正
月
七
日
光
之
撰
。

③
新
拾
・
新
後
拾
・
新
続
古
今
。
続
作
者
部
類
。

正
保
三
年
Ⅲ
仲
秋
榊
原
忠
次
撰
。

二
一
代
集
全
部
が
揃
っ
た
の
は
③
の
江
戸
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
し
、
編
集
方
針
の
細
部
は
区
々
で
あ
っ
た
の
で
、
①
＠
③
が
併
さ
り
、

多
種
の
注
記
が
本
文
化
す
る
過
程
で
、
複
雑
に
変
容
し
た
伝
本
が
種
々
産
み
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
錯
雑
し
た
混
態
現
象
の
整
理
案
は
、

現
在
な
お
有
効
で
、
本
書
校
訂
に
参
考
と
な
る
。
萩
原
宗
固
や
小
野
高
潔
（
北
村
季
吟
本
所
持
と
い
う
）
か
ら
の
借
用
な
ど
、
江
戸
武
家

歌
壇
活
動
の
徴
証
と
し
て
記
憶
し
て
お
い
て
よ
い
事
柄
で
あ
る
。

-144-



江戸堂上派和歌資料考（松野）

初
編
一
、
二
編
二
、
三
編
一
広
通
詠
歌
集

と
あ
る
一
冊
（
初
編
？
）
が
先
年
の
東
京
古
典
会
に
姿
を
見
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
谷
山
茂
先
生
旧
蔵
本
で
あ
っ
た
。
何
処
か
に
収
ま
っ
た

（
３
）

の
で
、
内
容
に
は
触
れ
な
い
。
小
本
で
あ
っ
た
。
こ
の
編
年
歌
集
か
ら
抄
出
し
て
部
類
、
版
行
し
た
私
家
版
が
「
五
百
四
十
首
」
で
あ
る
。

以
上
、
ほ
と
ん
ど
部
分
的
な
資
料
紹
介
に
終
始
し
た
が
、
特
に
広
通
に
つ
い
て
は
、
本
来
は
、
初
撰
本
霞
関
集
、
沢
芦
集
、
五
百
四
十

首
、
連
芦
集
な
ど
所
在
の
確
認
で
き
た
も
の
だ
け
で
も
本
文
が
活
字
化
さ
れ
、
読
ま
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
て

お首
く、
0，志

〔
注
〕
（
１
）
広
通
に
つ
い
て
は
、
。
源
語
演
説
抄
」
翻
刻
と
解
題
」
（
当
館
調
査
研
究
報
告
Ｂ
、
平
成
四
・
三
）
、
「
初
撰
本
霞
関
集
の
本
文
」
（
当
館
紀
要
妬
、

平
成
一
一
・
三
）
で
書
誌
に
触
れ
て
い
る
。

（
２
）
平
成
八
年
、
三
古
会
に
関
わ
り
な
が
ら
、
江
戸
武
家
歌
壇
の
論
を
書
い
て
い
た
石
野
政
雄
氏
の
旧
蔵
書
を
、
子
息
の
広
樹
氏
か
ら
国
文
研
に
入
れ

て
い
た
だ
い
た
。
二
三
九
点
四
○
九
冊
。
既
に
整
理
完
了
し
、
出
納
可
能
。
目
録
も
あ
る
。

（
３
）
「
霞
関
集
」
古
典
文
庫
の
解
題
で
内
容
に
触
れ
て
い
る
。

こ
の
他
注
目
す
べ
き
点
で
は
「
目
録
」
に

沢
芦
集
四
巻
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